
　　　　　　　　　　

崎山ゆんた
（本調子）

さきやま

　　　　　さきやま　　　あらむら　　　　た

１．崎山ゆ新村ゆ立てぃだす
　※サーユイユイ
　　シュラヨーイーヌハリユバナウレ

２．なゆぬゆん　　　　　　　　　　　　　　た
　　いきゃぬつぃにゃんどぅ立てぃだね
　（※）
　　　　　ぬばま　　　　　　　　　　　かにくずぃ

３．野浜ふつぃ兼久地ぬゆやんどぅ
　（※）
　　　　　　はてぃろま　　　　　　すむやいま　　　　　うつぃ

４．波照間ぬ下八重山ぬ内から
　（※）

　

　＜参考掲載＞
　　　　ゆる　　　　　　　　　　　　　ちむ　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ　　　　まい

５．許しゃひーり肝しゃひーりゆ主ぬ前
　（※）

崎山の新村を建てたのは

どうして、どういう理由で建てたのか

野浜という港と兼久地という土地に
恵まれていたから

波照間からやってきたのだけれど

許してください、哀れんでください。

＜解説＞
波照間から西表島へ強制移住させられた村人があまりの開拓の辛さに歌ったもの。
崎山村は港と土壌に恵まれていたものの、急傾斜のため栄えることはなく、
マラリヤの蔓延も災いし廃村となった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜八重山＞
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１．崎山ゆ新村ゆ立てぃだす　※サーユイユイ　シュラヨーイーヌハリユバナウレ
２．なゆぬゆん　いきゃぬつぃにゃんどぅ立てぃだね　（※）
３．野浜ふつぃ兼久地ぬゆやんどぅ　（※）
４．波照間ぬ下八重山ぬ内から　（※）
５．許しゃひーり肝しゃひーりゆ主ぬ前　（※）
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少しスライドさせて
余韻に変化をつけます。

尺 ・・・少しスライドさせて余韻に変化をつけます。
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